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研究成果概要 
本研究では極低放射能ゲルマニウム検出器(HPGe)検出器を用い、主に SK-Gd 計画で用いて

いる硫酸ガドリニウム八水和物中に含まれるウラン系列のラジウム 226, トリウム系列のラジウム

228 などの放射性不純物量測定と、その結果を基にした低放射能化を推進している。 

 

2022 年度は、2016 年に運用を開始した HPGe 検出器(以降 Ge01 と略す)を用いて行った

SK-Gd T1 フェーズで用いた硫酸ガドリニウム八水和物の 23 サンプルのスクリーニング結果も

含まれる論文([1])を発表した。また、2021 年度に運用を開始した HPGe 検出器(以降 Ge02 と

略す)でも硫酸ガドリニウムのスクリーニングを開始した。 Ge02 でも Ge01 と同様に硫酸ガドリ

ニウム八水和物 10 kg の測定が可能であり、約 10 日間の測定で要求値であるラジウム 226 で

0.5 mBq/kg の感度で測定できる。 Ge02 については硫酸ガドリニウム八水和物を合計 15 サ

ンプル測定し、2 台の HPGe 検出器の測定で、SK-Gd T1.5 フェーズで用いる硫酸ガドリニウム

八水和物のほぼ全てのロットの放射性不純物量測定を導入前に行うことができた。 

 

SK-Gd T1.5 フェーズで用いる硫酸ガドリニウム八水和物測定の完了後、Ge02 では長期間バッ

クグラウンドデータを取得し、運用直後に観測されていたコバルト 58 やマンガン 54 といった

HPGe 検出器や遮蔽体の地上移送時の宇宙線による原子核破砕に起因する信号も核種の半減

期に依存して低減していることを確認した。 結果、百〜数百 keV のエネルギー領域で Ge02 運

用開始時よりもカウントレートは約半分に低減し、Ge01よりも低いカウントレートを達成することが

できた。現在観測されているバックグラウンドスペクトラムを評価し、今後さらに低減を目指すため



に検出器と遮蔽体中の放射性不純物量由来の信号のシミュレーションも行い、研究成果として物

理学会や研究会で発表した。 

長期バックグラウンドデータ取得後は SK 純水装置で用いているイオン交換樹脂の使用前後での

測定や、次期 KamLAND実験で検討している発光性フィルムの原材料などの測定を行った。 

2023 年度も引き続き SK-Gd 実験やハイパーカミオカンデ実験、KamLAND 実験などの検出

器部材のスクリーニングを推進する。 

 
図 1 : スーパーカミオカンデ純水装置で用いるイオン交換樹脂を Ge02 検出器で測定中の写真 
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